
2013広島大会　惰行競技実施計画書

競技方法

①スタート

　　軽自動車により牽引し発進する。

　　発進時は、競技車両と切り離し機構への負荷軽減のため、チームメンバーの方に競技　
　車両を押していただきます。

②加速

　　スタートラインに達するまでに30km/hまで加速する。
③切り離し

　　加速が完了しスタートラインに達したら、競技車両のフックから接続を外す。

④惰行

　　走行ラインは、コース幅内であれば自由とする。

⑤停止

　　車両が停止したら、テープにて車両の停止位置に印をつける。印をしたら後続車両に注
　意しながら、速やかに車両を路側帯に移動する。

　テープ貼り付け、車両の移動はチームメンバーの方にお願いします。

⑥計測

スタートラインから停止位置までの距離をメジャーにて計測する。計測はセンターラインを　
基準とする。
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の距離を測定

軽自動車は加速後に路側帯へ退避。競技車両通過
後、コース入口からスタート地点へ戻る。

車両待機場所

競技時間　
　開始時間：25日の競技終了後（16時頃）
　準備からスタートまで1台あたり3分程度とし、1時間以内で終了予定。
　競技を円滑に行うため、競技を行う方はスタート地点に車両を待機してください。

競技車両の切り離し方法（当日改善のため変更する可能性あり）

競技車両

フック
テグス先端に輪を作り
軽自動車に固定

テグスを切断して切り離し

車両へのフック取り付けのお願い

競技車両先端

　牽引時に外れ
ないよう、しっか
り取り付けてくだ
さい。

※大会までに準備が難しい場合は、当日の取り付けも可
能です。針金、テープなどの材料を準備しますので、ご相
談ください。

競技概要　
30km/hまで加速後、惰行を行い、停止するまでの距離を競う。

案2

案1

釣竿などの長い棒

競技車両

フック
マジックハンドの
ような開閉機構

手で持って牽引。
開閉機構の操作
を行う。


